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　Al5CuTi2で主に作製されていた純アルミ用微細化剤の性能評価で
は、ガスアトマイズ法よりも、アーク溶解法が性能は高かった。そこ
で異なる組成の微細化剤を試すこととし、Al22Fe3Ti8の異質核粒子に
よって微細化剤を製造し、実験を行ったところ、ガスアトマイズ法で
製造したものの方が、アーク溶解法よりも優れた微細化効果を得るこ
とが分かり、目標を達成することができた。
　鋳造アルミ合金用微細化剤の開発については、初晶アルミ相用の
微細化剤としてAl3Tiを使用し、同時に共晶組織の微細化を行うため
に、改良材としてよく用いられるNaを添加物として焼結、複合化し
た微細化剤を製造し実験を行った。その結果、初晶アルミ相と共晶組
織の両方に微細化効果を持つ微細化剤を作製することができた。また
微細化処理を施した「AC4A（ガンマーシルミンの名で知られるアルミ
合金鋳物）」の機械的性質を調べたところ、ビッカース硬さ、引張強
度、伸びの数値が向上し、機械的性質が改善されたことが分かった。
　生産能力の増大については、ガスアトマイズ装置の溶解チャンバー
を大きくしたことで、原料となる粉末量としては微細化剤5㎏/日相当
以上の生産が可能となった。

　本事業では、自動車の部品や金型材料等に多用され、量産が見込ま
れる鋳造アルミ合金用微細化剤の開発に成功した。事業終了後は、同
微細化剤のさらなる高品質化と量産化を目指した取り組みへと進展さ
せている。微細化剤の量産体制を整えるべく中国に合弁会社を設立し
た。世界的なアルミ市場において生産量・販売量ともにトップの中国
における生産体制を想定している。さらに、2017年末までには、月産
200㎏の製造を目標に掲げている。販売は中国をはじめ、日本国内の
鋳造メーカーを想定している。これ
まで装置販売を主たる事業としてい
たが、本事業を機に材料等の新たな
分野にも力を入れていく。

ひと言メッセージ

　名古屋工業大学の渡辺教授
が設計した微細化剤は、さま
ざまな合金種に対してオンデマ
ンドに材料設計をすることがで
き、強度を2倍に向上させると
いった性能を発揮させることも
可能です。こうした高性能の微
細化剤の量産は日本にまだ例が
なく、当社が量産化に成功すれ
ば非常に画期的な事例となりま
す。当社では本事業のように、
産学連携でのものづくりを得意
としてきました。今後もこうし
た協力をいただきながら、付加
価値の高い製品開発を行ってい
きたいと思います。

応募のきっかけ

　東日本大震災の直後、被災地
の中小企業支援を目的として他
地域から仕事を受注する動きが
あり、当社では名古屋工業大学
から装置製作の依頼を受けまし
た。これがきっかけで同大学の
渡辺義見教授と知り合い、純ア
ルミ鋳造用微細化剤の開発に至
りました。その後、渡辺教授と
の共同研究に新たなテーマを設
け、ともにステップアップする
ために補助事業を活用すること
にしました。
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テーマ

成　果

事業の内容

今後の展望

鋳物の強度向上に貢献する微細化剤を開発 !
量産体制を確立し、日本および中国市場へ

事業取り組みの経緯
　平成25年、名古屋工業大学（渡辺・佐藤研究室）と共同で、ガスアトマイ
ズ装置を利用し、鋳物の強度を向上させる純アルミ鋳造用微細化剤の一貫製
造に成功した。この成果をさらに発展させるために、本事業では、同微細化
剤の性能向上に加え、自動車等に多用される鋳造アルミ合金用微細化剤の開
発を実現させ、さらにはその量産化と性能均質化を図ることを目的とした。
なお、国内で使われるアルミ鋳造用微細化剤は海外製で、量産化に成功すれ
ば国内初の事例となる。

実施内容
　純アルミ用微細化剤の性能向上に関する取り組みとしては、金属溶湯に高
圧ガスを吹き付けて粉末粒子化する方法（ガスアトマイズ法）と、アーク溶
解で母合金を作製し熱処理を行った後ハンマーで粉砕する方法（アーク溶解
法）の2つの方法で製造した微細化剤の性能評価を行い、優れた性能を発揮
する製造方法を確かめた。また、純アルミ用の微細化剤では機械的性質が向
上しないため、鋳造アルミ合金に適した微細化剤の材料設計・試作を行い、
異質核粒子の不整合度3％以下を目標値とした。さらに、日産5㎏の微細化剤
の生産能力を目標値として、新たな装置の導入を行った。
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製作、各種部品の設計製作・溶接、サンプル作製テ
スト等

鋳造アルミ合金用結晶粒微細化剤の事業化に向けた試作開発
　一貫製造が可能となった純アルミ鋳造用微細化剤のさらなる品質と性能の向上を図り、鋳造アルミ合金用微細
化剤として事業展開するために試作品開発を行う。


